
今、銀行界に破壊と創造の波が押し寄せている。「ディスラプション（破壊）」と呼ばれ
る波

は

濤
とう

は、銀行業の堅い規制の壁を壊して他業種の侵入を容易にし、銀行の財産である
「人」や「店舗」を無効化しかねない。他方、銀行ではデジタル化を契機に、他行・他
業種との連携やＡＩなどを活用して自己変革に取り組むほか、「人」「店舗」の新しい価
値を創造しようという動きもある。ディスラプションは危機か、好機か。各行の取組み
からその解を探る。

「
私
た
ち
は
今
の
〈
み
ず
ほ
〉
を
ぶ

っ
壊
す
人
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
」

│「
か
つ
て
は
、
銀
行
と
呼
ば
れ
て
い

た
」
│

　

み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
（
Ｆ
Ｇ
）
や
三
井
住
友
銀
行
（
Ｓ

Ｍ
Ｂ
Ｃ
）
の
新
卒
採
用
サ
イ
ト
か
ら
、

衝
撃
的
な
言
葉
が
飛
び
出
し
て
い
る
。

銀
行
業
界
の
就
職
人
気
が
下
降
気
味

と
は
い
え
、
ま
る
で
自
己
否
定
す
る

か
の
よ
う
な
言
い
ぶ
り
だ
。

　

メ
ガ
バ
ン
ク
に
そ
こ
ま
で
の
危
機

感
を
抱
か
せ
る
も
の
は
何
か
。
人
口

減
少
や
超
低
金
利
と
い
っ
た
国
内
の

環
境
変
化
も
背
景
に
あ
る
が
、
世
界

的
な
事
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は

「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）」
だ
。
こ
れ
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
メ
オ
大
学
の
エ
リ

ッ
ク
・
ス
ト
ル
タ
ー
マ
ン
教
授
が
２

０
０
４
年
に
提
唱
し
た
概
念
で
、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
浸
透
が
人
々
の
生
活
を

銀
行
が
銀
行
を

否
定
す
る
時
代
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プラットフォーマーと協業し、
新しい顧客価値を提供する

保険は
「スマート社会」の
　エコシステムに
　　　溶け込んでいく

デジタライゼーションは、産業構造やビジネスモデルに急激な変化を
もたらす。損害保険会社は既存の代理店モデルを維持しつつも、プラ
ットフォーマーたちと協業し、新しいチャレンジを進めていかなけれ
ばいけない。従来の保険事業、保険商品だけを考えていては、「スマー
ト社会」の仕組みから弾かれてしまうという危機感がある。既存の商
品をプラットフォーマーに提供するのではなく、彼らのエコシステム
の中に溶け込み、新しい顧客体験をつくり出していくことが重要だ。

特集
「
令
和
」と
歩
む
金
融
経
済

第
１
部　

既
存
の
金
融
は
カ
ラ
を
破
れ
る
か

─
─
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
大

き
な
波
は
損
保
業
界
に
も
押
し
寄
せ

て
い
る
。
こ
う
し
た
環
境
変
化
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か

　

「
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
」
を
代
表
と
す
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
勢
力
を
増
し

て
い
る
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
は

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で

７
６
０
万
人
と
つ
な
が
る

にしざわ　けいじ
80年慶應義塾大学経済学部卒、安田火災海上保険入社。08年損
害保険ジャパン執行役員営業企画部長、10年常務執行役員、取
締役常務執行役員などを経て、16年から現職。

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜

社
長　

西
澤
敬
二
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政
府
は
３
月
15
日
に
、「
情
報
通
信
技
術
の
進
展
に
伴
う
金
融
取
引
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
の
資
金
決
済
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」（
以
下
、
改
正
法
案
）
を
閣
議
決
定
し
、
国
会
に
提
出
し
た
。
改
正
法
案
は
、

２
０
１
８
年
12
月
21
日
に
公
表
さ
れ
た
「
仮
想
通
貨
交
換
業
等
に
関
す
る
研
究
会
」（
以
下
、
研
究
会
）
の
報
告
書

（
以
下
、
報
告
書
）
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
本
誌
18
年
８
月
27
日
号
に
仮
想
通
貨
関
連
の
規
制
強
化

の
具
体
策
を
推
察
し
た
が
、
本
稿
で
は
、
改
正
法
案
の
内
容
を
解
説
す
る
。

暗
号
資
産
規
制
と
情
報
利
活
用
を
巡
る

改
正
法
案
の
読
み
方

利
用
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
金
商
法
中
心
の
規
制
に
再
編

弁
護
士
　
松
尾
直
彦

　

本
誌
で
紹
介
し
た
、
筆
者
が
推
察

し
た
具
体
策
案
は
、
①
「
仮
想
通
貨

交
換
業
」
の
登
録
要
件
を
強
化
す
る

こ
と
（
主
要
株
主
規
制
の
導
入
な
ど
。

資
金
決
済
法
63
条
の
５
第
１
項
改

正
）、
②
現
行
で
は
金
融
商
品
の
販

売
等
に
関
す
る
法
律
（
金
販
法
）
の

適
用
対
象
に
と
ど
ま
る
（
同
法
２
条

１
項
10
号
、
金
販
法
施
行
令
４
条
）

仮
想
通
貨
証
拠
金
取
引
の
規
制
を
強

化
す
る
た
め
、「
仮
想
通
貨
」
を

「
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
」
の
原
資
産

で
あ
る
「
金
融
商
品
」
と
し
て
指
定

す
る
こ
と
（
金
商
法
２
条
24
項
２
号

改
正
ま
た
は
同
項
４
号
に
基
づ
く
政

令
指
定
）、
③
仮
想
通
貨
出
資
の
フ

ァ
ン
ド
持
分
を
明
示
的
に
金
商
法
の

規
制
対
象
と
し
て
指
定
す
る
こ
と

（
同
法
２
条
２
項
５
号
に
基
づ
く
金

商
法
施
行
令
１
条
の
３
改
正
）、
④

Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
お
い
て
発
行
さ
れ
る
収
益

分
配
型
ト
ー
ク
ン
を
明
示
的
に
金
商

法
の
規
制
対
象
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
（
同
法
２
条
２
項
７
項
に
基
づ
く

金
商
法
１
条
の
３
の
４
改
正
）
│
│

な
ど
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
は
、
日
本
証
券
経
済
研
究
所

・
金
融
商
品
取
引
法
研
究
会
（
２
０

１
８
年
11
月
21
日
開
催
。
研
究
記
録

67
号
）
に
お
い
て
、
利
用
者
保
護
の

観
点
か
ら
金
商
法
中
心
の
規
制
に
再

編
す
る
べ
き
旨
を
主
張
し
て
い
た
。

改
正
法
案
で
は
、
筆
者
の
事
前
の
想

定
を
超
え
て
金
商
法
中
心
の
規
制
と

な
っ
て
お
り
、
評
価
で
き
る
。
改
正

法
案
は
、
成
立
す
る
場
合
に
は
公
布

日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
の
政
令

指
定
日
に
施
行
さ
れ
る
（
以
下
、
施

行
日
。
附
則
１
条
）。
基
本
的
に
は

20
年
４
月
施
行
が
有
力
で
あ
ろ
う
。

　

改
正
法
案
の
具
体
的
内
容
だ
が
、

ま
ず
は
用
語
（
の
定
義
）
を
見
直
し
、

「
仮
想
通
貨
」
か
ら
「
暗
号
資
産
」

（
資
金
決
済
法
２
条
５
項
。
改
正
法

案
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
を
指
す
。

暗
号
資
産
を
取
得
さ
せ
る
と

金
販
法
の
適
用
対
象
に
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